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国指定重要文化財、金勝山、旧東海道・旧中
山道、そして“馬のまち”。
でも、なぜ広がらない?なぜ伝わらない?
7グループに分かれ、本音で語りました。

― 市民と議会が語った“観光資源を活かしたまちづくり”― 
　令和8年1月23日、栗東市立自然体験学習センター「森の未来館」において市内で活動するボランティア
団体の皆さまを対象に広聴会を開催しました。
　今回は、市内で観光や自然・学習活動を支えるボランティア団
体の皆さまと意見交換を行いました。

◦栗東市ボランティア観光ガイド協会
◦栗東市国際交流協会
◦自然観察の森ボランティアNVR友の会
◦やまのこサポーター

旧和中散本舗▶︎
▲大宝神社 ▲栗東自然観察の森
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魅力を活かしきるために、解決すべき課題も浮き彫りになりました。

移 動 の 壁：「駅に着いた後の交通手段がない」 

インフラの壁：「散策路にトイレや駐車場が足りない」 

認 知 の 壁：「そもそも『栗
りっとう

東』が読めない」 「市民も歴史を知らない」 

消 費 の 壁：「せっかく来てもらっても、お金を落とす場所（飲食・土産）がない」

　広聴会では、「知られていない」「つながっていな
い」など、さまざまな率直な声が寄せられました。これ
らのご意見を大切に受け止め、議会として今後の議論
につなげてまいります。栗東の宝物をどう活かしてい
くのか――引き続き丁寧に考えてまいります。ご参加
いただいたみなさん、ありがとうございました。

特集担当　塩見・谷口

当日の詳細はこちらでご確認いただけます。

▲栗東かわら版（5:40）▲HP報告書

見えてきた
「4つの壁」

カテゴリ

「馬」のまち

体験・癒やし

情 報 発 信

暮らし×観光

具体的な提案内容

蹄鉄のお守り開発 、引退馬と触れ合える場の創出 、馬フンを肥料にする循環型農業。

森遊館の入浴施設を核としたリフレッシュ空間 、空き家を活用した古民家カフェ・休憩所。

若年層に響くTikTok・SNSの戦略的活用 、難読地名を逆手に取った「ひらがな・アルファ
ベット」作戦。

観光をきっかけにした「定住」への導線づくり 、図書館での飲食サービス導入。
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審議した議案・請願書など

件　名 採択結果

人
事

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求める
ことについて

（鎌田 容子氏）
可決・全

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求める
ことについて

（饗庭 敏夫氏）
可決・全

条
例

栗東市特定乳児等通園支援事業の運営に関する
基準を定める条例の制定について

（こども誰でも通園制度が実施されることに伴い、
事業にかかる運営基準を定めるための条例）

可決・全

栗東墓地公園条例の全部を改正する条例の
制定について

（栗東墓地公園について、合葬墓に関する項目を
加えるための改正）

可決・全

栗東市同和教育推進委員会設置条例を廃止
する条例の制定について

（委員会での意見や助言により充実した取り組み
が定着しており、人権教育・啓発事業は人権尊重
推進協議会にてされていることから、本委員会の
設置目的を一定果たしたことに伴い条例を廃止
するもの）

可決・全

条
例（一部
改
正
）

栗東市行政手続条例の一部を改正する条例の
制定について

（公示送達の方法について、従来の掲示板への
掲示だけでなく、不特定多数の者が閲覧できる
状態によって行うための改正）

可決・全

栗東市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について

（国民健康保険税率を改定）
可決・別表

栗東市手数料徴収条例及び栗東市印鑑条例の
一部を改正する条例の制定について

（電気通信事業法及び日本電信電話株式会社
等に関する法律の一部改正に伴い生じた番号
ずれに対しての改正）

可決・全

件　名 採択結果

条
例（一部
改
正
）

栗東市総合福祉保健センターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

（栗東市訪問介護事業所の廃止に伴う改正）
可決・全

栗東市幼保連携型認定こども園の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

（こども誰でも通園制度の実施にあたり、利用
料等を定めるための改正）

可決・全

栗東市介護保険条例の一部を改正する条例の
制定について

（介護保険法施行令の一部改正により、令和8
年度に限り新たに介護保険料を減免する者を
追加するための改正）

可決・全

栗東市消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例の制定について

（非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を
定める政令が改正されたことに伴い、補償基礎
額についての改正）

可決・全

そ
の
他

栗東市道路線の廃止について
（北中小路中小田中線） 可決・全

栗東市道路線の変更について
（手原駅新屋敷線、綣中ノ橋線） 可決・全

栗東市道路線の認定について
（北中小路宮田線、北中小路上小田中線、北中
小路中小田中線、綣本覚寺西線、川南南ヶ平線、
中沢街区4号線）

可決・全

意
見
書

滋賀県における地域公共交通目的の新たな税
導入に慎重な対応を求める意見書 可決・全

令和7年度　一般会計・特別会計　補正予算（専決）
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第8号） 4,299万3千円（増額） 323億4,003万1千円 総務費の増額 可決・全

令和7年度　一般会計・特別会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第9号） 3億8,936万7千円（増額） 327億2,939万8千円 民生費の増額 可決・全
一般会計（第10号） 3億3,524万2千円（減額） 323億9,415万6千円 土木費の減額等 可決・全
一般会計（第11号） 1億6,380万7千円（増額） 325億5,796万3千円 教育費の増額 可決・全

国民健康保険（第3号） 30万円（増額） 54億4,895万5千円 諸支出金の増額 可決・全

後期高齢者医療（第3号） 6,152万5千円（増額） 9億8,822万2千円 後期高齢者医療広域
連合納付金の増額 可決・全

介護保険（第3号） 53万5千円（減額） 45億985万6千円 基金積立金の減額 可決・全

水道事業会計（第3号）
収入 8,040万3千円（減額） 17億1,572万7千円 企業債の減額等

可決・全
支出 1億3,371万8千円（減額） 19億1,185万8千円 建設改良費の減額等

下水道事業会計（第2号）
収入 1億6,713万9千円（減額） 24億7,615万7千円 企業債の減額等

可決・全
支出 1億5,752万6千円（減額） 30億7,127万6千円 建設改良費の減額等

農業集落排水事業（第2号） 507万1千円（減額） 3,617万3千円 農林水産業費の減額 可決・全

1月臨時会・3月定例会1月臨時会・3月定例会
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賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多=賛成多数、少=賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネット
ワーク 公明 共

産 究理 未
来

上
田　
忠
博

三
木　
敏
嗣

中
野　
光
一

梶
原　
美
保

西
田　
　
聡

寺
田　
靖
広

奥
村　
　
明

田
村　
隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　
律
香

川
嶋　
　
恵

塩
見　
　
隆

青
木　
千
尋

武
村　
　
賞

櫻
井　
浩
司

島
田　
利
恵

Ｒ
８
予
算

一般会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇
国民健康保険特別会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇
後期高齢者医療特別会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇
介護保険特別会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

条
例

栗東市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

※議長（里内英幸議員）は採決に加わらない
※会派名の正式名称は次の通り ネットワーク（栗東市民ネットワーク）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、

究理（究理の会）、未来（未来創造りっとう）

賛否の公表

3月議会では、意見書を1件可決し、滋賀県知事に提出しました。

　滋賀県が実施を検討している「地域公共交通を支える新しい税」導入について、地域公共交通維持の課題意識
には理解するが、社会情勢が厳しい状況で新税導入を前提としたこれまでのプロセスには大きな疑問が残る。
　この税は公共交通の利用頻度に関係なく県民一律に負担を求めるもので、受益と負担の関係が不明確である
こと、市町主体となる地域公共交通政策で県主導が強まることで、自治体の裁量が制限される恐れがあること、さ
らに既存財源の活用や事業の効率化等の検証が不十分で、税の恒久化や拡大解釈への懸念も指摘されている。
こうした中、本市議会は、性急な新税導入ではなく、現行施策の精査や行財政改革を優先し、市町との協議およ
び、県民への丁寧な説明を尽くすことを求める。

〈
意
見
書
概
要
〉

令和8年度　一般会計・特別会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第1号） 1億6,380万7千円（減額） 322億3,019万3千円 教育費の減額 可決・全

令和8年度　一般会計・特別会計　予算
会計名 予算総額 前年度当初予算比較 採決結果

一般会計 323億9,400万円 13億7,500万円 可決・別表
土地取得 1億1,880万5千円 -102万4千円 可決・全

国民健康保険 56億6,594万円 3億3,941万1千円 可決・別表
後期高齢者医療 10億8,942万2千円 1億6,717万7千円 可決・別表

介護保険 46億45万9千円 1億9,337万9千円 可決・別表
墓地公園 477万1千円 -269万円 可決・全

大津湖南都市計画事業 
栗東新都心土地区画整理事業 2,474万9千円 -838万1千円 可決・全

水道事業会計 22億6,279万7千円 2億1,230万7千円 可決・全
公共下水道事業会計 34億7,043万1千円 2億4,363万3千円 可決・全
農業集落排水事業 2,762万6千円 -1,481万2千円 可決・全

◀︎令和8年度
当初予算の
概要

（市HPより）

3月定例会の概要 本会議【開会】
市から議案について説明。

2/252/25
本会議【代表質問】
会派代表が市政全般について質問。

3/53/5 P8〜

本会議【個人質問】
12人の議員が市政全般に
ついて質問。

3/6・93/6・9
本会議【閉会】
4常任委員長による審査経過・結果報告およ
び委員長報告への質疑。議案討論・採決。

3/243/24
常任委員会
4常任委員会でそれぞれ付託された議
案を審査。委員会としての賛否を決定。

3/11〜173/11〜17
P10〜

P6〜
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16
万
円
が

広
報
大
使
へ
支
払
わ
れ
る
が
、残

り
の

110
万
円
が
25
周
年
イ
ベ
ン

ト
の
登
壇
者
へ
の
報
償
。具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
方
で
何
人
を
想

定
し
て
の
金
額
か
。

答
馬
の
ま
ち
を
P
R
す
る
内
容
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、騎
手
と
調
教

師
、そ
れ
ぞ
れ
1
名
ず
つ
を
想
定

し
て
い
る
。

問
市
制
施
行
25
周
年
記
念
式
典
と

記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、別
日
の
開
催

か
。

答
同
日
の
午
前
に
式
典
、午
後
に
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

場
所
は
栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ

き
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
栗
東
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計国
民
健
康
保
険
税
が
引
き
上
げ

問
子
ど
も・子
育
て
支
援
納
付
金
は
、

目
的
外
課
税
で
は
な
い
の
か
。

答
新
た
に
社
会
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
制
度
と
し
て
国
が

創
設
し
、社
会
保
険
と
い
う
枠
組

み
の
中
で
、平
た
く
全
世
代
か
ら

徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
。

予算常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上石田 昌子、○西田　聡　　議長（里内英幸）を除く全員

ど
う
使
わ
れ
る
の
?
令
和
8
年
度
予
算

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
～3月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

※委員長報告を映像で
ご覧いただくことができます

特
　
集

定
例
会

代
表
質
問

個
人
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

委
員
会
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市管理

県管理

栗東市

草津市

市役所1 栗東IC栗東IC

※大津能登川長浜線（川辺・目川BP）
開通に伴う移管　R8.4.1

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

（
改
正
内
容
）

医
療
費
の
増
加
と
、令
和
9
年

度
か
ら
予
定
さ
れ
る
県
内
統

一
の
保
険
税
率
に
備
え
る
た

め
、令
和
8
年
度
は
医
療
分
の

税
率
の
み
を
引
き
上
げ
、で
き

る
限
り
負
担
増
を
抑
え
る
改

正
を
行
う
。

併
せ
て
、子
育
て
支
援
の
財
源

と
な
る「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
」を
新
た
に
設
け
る
。

問
子
ど
も・子
育
て
支
援
納
付
金

の
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
税
務
課
か
ら
発
送
す
る
保
険

税
の
決
定
通
知
書
に
チ
ラ
シ

を
同
封
す
る
。

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
一
部
改
正

（
改
正
内
容
）

給
与
法
改
正
に
伴
い
消
防
団

員
の
補
償
基
礎
額
等
を
引
き

上
げ
る
。

問
該
当
す
る
事
例
は
過
去
に

あ
っ
た
か
。

答
公
務
中
の
事
故
に
よ
り
、障
害

年
金
を
受
給
さ
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

◆
同
和
教
育
推
進
委
員
会
設
置

条
例
廃
止

問
委
員
会
廃
止
後
の
対
応
は
。

答
人
権
教
育
、同
和
教
育
推
進
に

つ
い
て
は
、人
権
擁
護
審
議
会

で
審
議
す
る
。

◆
条
例
の
全
部
改
正

問
納
骨
数
が
約
2
0
0
0
体
で

あ
る
が
、上
限
に
達
す
る
ま
で

の
ペ
ー
ス
は
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
他
市
の
状
況
か
ら
、通
年
受
付

を
行
う
と
、早
期
に
埋
ま
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

毎
年
の
申
込
者
数
を
制
限
し
、

段
階
的
に
運
用
す
る
。　

問
記
名
版
が
5
万
円
と
い
う
こ

と
だ
が
、や
や
高
い
印
象
を
受

け
る
。価
格
設
定
し
た
具
体
的

な
根
拠
は
。

答
中
国
産
の
黒
御
影
石
を

使
用
す
る
と
約
3
万
円

程
度
と
な
る
。今
後
の

価
格
の
変
動
等
を
含
め
、

5
万
円
に
設
定
し
た
。

問
季
節
に
よ
っ
て
湿
度
が

高
く
な
る
と
、納
骨
室
に

水
が
浸
入
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。納
骨
室
に

水
が
溜
ま
る
恐
れ
は
な

い
の
か
。

答
水
が
溜
ま
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、納
骨
室
の
下
部
、

四
隅
に
排
水
の
穴
を
設

け
る
。ま
た
、納
骨
口
横
に
換

気
口
を
設
置
し
、湿
害
対
策
を

講
じ
る
。

◆
県
道
の
整
備
に
伴
う
旧
道
の

移
管

問
手
原
駅
新
屋
敷
線
に
つ
い
て
、

旧
道
が
県
か
ら
移
管
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、移
管
を
受
け

る
に
あ
た
っ
て
、県
が
補
修
を

行
っ
た
箇
所
は
あ
る
の
か
。

答
現
場
確
認
を
行
い
、側
溝
や
舗

装
状
態
の
悪
い
箇
所
等
に
つ

い
て
、県
が
補
修
を
行
っ
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」を
導
入

栗
東
墓
地
公
園
に
合
葬
墓
地
を
設
置

総務常任委員会

環境建設常任委員会

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎三木 敏嗣、○上石田 昌子、西田 聡、島田 利恵、奥村 明

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎武村 賞、○寺田 靖広、田村 隆光、川嶋 恵、梶原 美保

子ども子育て支援納付金分
（令和8年度）税率

※軽減額は省略
子ども・子育て
支援納付金分

所得割 0.27%
均等割 1,100円
18歳以上
均等割 50円

平等割 700円

▲移管場所

市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。
現在、4つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任
委員会
とは

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.5.177



◆
議
案
25
号　

訪
問
介
護
事
業

の
終
了
に
伴
う
条
例
改
正

市
の
公
的
責
任
を
終
え
、訪
問

介
護
事
業
を
終
了
す
る
も
の
。

問
終
了
に
至
る
経
緯
は
。

答
当
初
は
事
業
所
不
足
を
補
う

必
要
が
あ
っ
た
が
現
在
は
解

消
さ
れ
て
い
る
。

問
民
間
事
業
所
の
経
営
状
況
把

握
に
つ
い
て
は
。

答
相
談
時
に
聞
き
取
る
。

◆
議
案
26
号　

こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
に
伴
う
条
例
改
正

問
新
規
事
業
の
利
用
見
込
み
や

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
。

答
先
行
自
治
体
で
は
当
初
利
用

が
少
な
い
と
確
認
し
て
い
る
。

周
知
方
法
は
検
討
し
、利
用
状

況
を
見
て
園
の
拡
大
や
時
間

延
長
も
検
討
す
る
。

問
受
入
人
数
は
。

答
保
育
士
2
名
体
制
で
12
名
、4

名
体
制
が
整
え
ば
17
名
ま
で

可
能
で
あ
る
。

◆
議
案
27
号　

通
園
支
援
事
業

の
基
準
条
例
の
制
定

問
議
案
26
号
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
は
。

答
26
号
は
市
が
行
う
場
合
の
内

容
、27
号
は
公
立
・
法
人
園
共

通
の
基
準
で
あ
る
。公
立
園
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、認
可
は

省
略
し
て
確
認
手
続
き
を
行

う
。

◆
議
案
28
号　

介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

問
令
和
8
年
度
に
限
る
時
限
措

置
か
。

答
令
和
8
年
度
限
り
で
、そ
の
後

改
正
し
な
く
て
も
効
力
を
失

う
。

福
祉
・
子
育
て
関
連
4
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決

文教福祉常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○谷口 律香、櫻井 浩司、中野 光一、青木 千尋、塩見 隆

▲金勝こども園

〇は代表者　　●は質問者

〇武村　賞　●櫻井浩司 究 理 の 会
質問事項 ❶旧和中散本舗の保存活用は　❷防犯カメラの設置計画は

❸待機児童の解消の対策は　❹中小規模農業者への支援策は

❶
史
跡
旧
和
中
散
本
舗
で
は
、

木
製
製
薬
機
を
残
す
店
舗
な

ど
の
建
物
が
国
重
要
文
化
財

に
、庭
園
は
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。令
和
5
年

か
ら
令
和
7
年
度
の
3
か
年

で
保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。今
後
の
管
理
運
営
計

画
を
示
さ
れ
た
い
。

答
重
要
文
化
財
建
造
物
の
修
繕

を
含
め
た
総
合
的
な
管
理
運

営
計
画
を
3
月
議
会
に
示
す
。

❷
本
市
は
県
内
で
刑
法
犯
認
知

件
数
が
最
も
低
い
治
安
の
良

い
地
域
で
あ
る
が
、犯
罪
防

止
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

今
後
も
防
犯
カ
メ
ラ
を
計
画

的
に
設
置
さ
れ
た
い
が
い
か

が
か
。

答
今
年
度
12
月
か
ら
30
台
の
運

用
を
開
始
し
、令
和
8

年
度
30
台
、令
和
9
年

度
30
台
設
置
す
る
。

❸
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待

機
児
童
解
消
の
具
体

策
は
。

答
大
宝
こ
ど
も
園
の
低

年
齢
児
受
け
入
れ
や
新

規
法
人
園
の
令
和
8

年
4
月
開
園
、お
仕
事

フ
ェ
ア
な
ど
に
よ
る
保

育
士
確
保
に
努
め
る
。

❹
中
小
規
模
農
業
者
へ
の

農
業
用
機
械
購
入
の
具

体
策
は
。

答
農
業
用
機
械
購
入
の

支
援
は
、5
反
以
上
経

営
の
農
業
者
へ
機
械
購

入
費
の
20
％
の
額
で
、

30
万
円
を
上
限
に
補
助

す
る
。

▲旧和中散本舗

4会派から市長の施政方針、教育長の教育方針について質問しました。
質問と答弁の要旨をお伝えします。

特
　
集

定
例
会

個
人
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

委
員
会

代
表
質
問
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〇は代表者　　●は質問者

〇は代表者　　●は質問者

〇川嶋　恵　●塩見　隆

〇三木敏嗣　●奥村　明　　上田忠博　　中野光一　　里内英幸
　梶原美保　　西田　聡　　寺田靖広

公 明 栗 東

新 政 会

質問事項

質問事項

❶市長就任時の公約　❷経済活動が活発で、多様な就労環境があるまちへ
❸多様性を認め合い、快適で安全に暮らし続けられるまちへ

❶中小規模農業者への農業用機械購入に対して支援　❷小学校体育館への空調設備設置
❸金勝山周辺施設のあり方　❹架け橋期プログラムの取り組みは

❶
3
年
3
ケ
月
の
具
体
的
実

施
状
況
と
主
な
成
果
は
。

答
9
つ
の
施
策
で
評
価
項
目

49
項
目
に
つ
い
て
評
価
し
、

実
施
済
み
31
項
目
、実
施
予

定
12
項
目
、検
討
中
2
項
目
、

未
着
手
4
項
目
と
な
る
。主

な
も
の
は
栗
東
ホ
ー
ス
パ
ー

ク
の
整
備（
着
手
中
）、ふ
た

ご
・
み
つ
ご
の
出
産
就
学
支

援
、歯
科
疾
患
予
防
、国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
を
契
機
に
開
催

し
て
い
る
ゴ
ル
フ
の
ジ
ュ
ニ

ア
教
室
の
実
施
な
ど
。

❷「
土
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向

上
」と
は
具
体
的
に
。「
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
」の
重
点
対
象

は
ど
の
よ
う
な
分
野
・
業
種

に
働
き
か
け
る
の
か
。

答
交
通
の
要
衝
と
い
う
地
理

的
特
性
を
踏
ま
え
、産
業
振

興
な
ど
の
ま
ち
の
活
力
や
賑

わ
い
の
創
出
が
必
要
だ
と
考

え
て
お
り
、秩
序
あ
る
土
地

利
用
の
方
向
性
を
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

❸
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

つ
い
て
取
り
組
み
は
。

答
取
り
組
み
の
進
捗
を
可
視

化
す
る
た
め
、第
6
版
プ
ラ

ン
で
は
28
項
目

の
数
値
目
標
を

設
定
し
、今
年
度

か
ら
実
績
を
点

数
評
価
し
て
い

る
。策
定
中
の
第

7
版
プ
ラ
ン
で

も
指
標
や
取
り

組
み
を
定
め
、毎

年
度
の
進
捗
管

理
と
目
標
達
成

を
目
指
す
。市
職

員
研
修
や
事
業

所
訪
問
を
通
じ

て
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

❶
中
小
規
模
農
業
者
へ
の
農
業

用
機
械
購
入
に
対
し
て
、支

援
を
す
る
こ
と
は
先
進
的

な
取
り
組
み
と
考
え
ら
れ

る
が
。

答
物
価
高
騰
に
よ
り
農
業
用

機
械
の
買
い
替
え
が
負
担
と

な
っ
て
い
る
た
め
、機
械
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
く
。

❷
小
学
校
体
育
館
空
調
整
備

は
、迅
速
に
事
業
を
進
め
ら

れ
期
待
し
て
い
る
が
、工
程

や
避
難
所
と
し
て
の
機
能

向
上
の
具
体
的
効
果
は
。

答
令
和
8
年
度
よ
り
工
事
実

施
設
計
に
着
手
し
、令
和
9

年
度
内
に
運
用
開
始
が
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

❸
金
勝
山
周
辺
施
設
に
つ
い

て
は
、民
間
と
の
連
携
を
目

指
し
、施
設
の
利
活
用
や
幅

広
い
事
業
展
開
を
実
施
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
る
と
の
こ
と
だ
が
。

答
土
地
・
建
物
の
権
利
関
係
に

お
い
て
、道
の
駅
は
県
、バ
ン

ガ
ロ
ー
村
は
地
元
生
産
組
合

よ
り
借
地
を
し
て
い
る
た
め
、

民
間
事
業
者
の
参
入
時
に
は

支
障
が
な
い
よ
う
地
権
者
と

調
整
を
図
っ
て
い
く
。

❹
令
和
7
年
度
よ
り「
架
け
橋

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、令
和
7
年

度
の
取
り
組
み
の
効
果
は
。

ま
た
令
和
8
年
度
の
取
り

組
み
は
。

答
令
和
7
年
度
は
モ
デ
ル
校

を
設
定
し
、架
け
橋
期
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
シ
ー
ト
を
完
成
。

令
和
8
年
度
は
、全
て
の
小

学
校
区
に
お
い
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
シ
ー
ト
の
完
成
を
目
指

す
。

※
架
け
橋
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
。

幼
児
期
か
ら
小
学
校
へ
の
学

び
を
つ
な
ぎ
、子
ど
も
が
安

心
し
て
入
学
で
き
る
よ
う
支

え
る
教
育
の
取
り
組
み
。

▲栗東健康運動公園（栗東ホースパーク）

代表質問の全体映像は各二次元コードよりご視聴ください
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くらし

子育て・教育

健康・福祉

安全・安心

まちづくり

その他

個 人 質 問
個人質問とは?

議会動画　配信中!

分野別アイコン　各記事に記載

皆さんの生活に関わる大切な事柄について、議員が提言も
含めて市に考えを聞きます。
議長・副議長・監査委員は原則個人質問を行いません。

各議員の記事に掲載の二次元コードを読み込んで、その議員
の個人質問の全体映像をYouTube でご覧いただけます。

気になる分野をチェック!

ここが聴きたい 市政を問う
〜3月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします〜

問 …議員の質問
答 …市からの回答
意 …議員の意見

ページ 質問者 質問事項

11 谷口　律香 「思い」を「形」にする協働の仕組みと拠点のあり方に
ついて

11 塩見　　隆

1　小中学校における減塩・糖分摂取抑制の食育につ
いて

2　介護保険住宅改修費の受領委任払いについて
3　日常生活用具の給付について

11 田村　隆光 こんぜの山の施設をどうする? 市民の財産と未来を
考える

12 三木　敏嗣 金勝山周辺施設の今後のあり方について

12 寺田　靖広
1　企業版ふるさと納税について
2　選挙投票率の向上について

12 櫻井　浩司 栗東健康運動公園の進捗状況について

13 上石田 昌子 自治会館用地の貸付料算定の考え方について

13 青木　千尋 誰もが安心して医療機関に受診、治療ができるように

13 島田　利恵 若者定着の導線設計と奨学金返還支援制度の具体化
について

14 中野　光一 子どもの未来を拓く「学校図書館」のありかたにつ
いて

14 西田　　聡 デジタル教科書は主役になるか

14 上田　忠博 財政力と基金のあり方について

〇は代表者　　●は質問者

〇田村隆光　●上石田昌子　　谷口律香 栗 東 市 民 ネットワ ー ク
質問事項 ❶ホースパークのリスク負担

❷教職員の働き方改革と財源

❶
ホ
ー
ス
パ
ー
ク

整
備
に
つ
い
て

は
、民
間
事
業

者
の
参
入
を
前

提
に
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る

が
、事
業
採
算

が
悪
化
し
た
場

合
や
事
業
者
が

撤
退
し
た
場
合
、市
の
財
政

負
担
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
る
。指
定
管
理
料
の
総
額

見
込
み
や
、事
業
者
撤
退
時

に
想
定
さ
れ
る
費
用
な
ど

に
つ
い
て
、市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
試
算
し
、リ
ス
ク
管

理
を
行
う
の
か
。

答
指
定
管
理
料
の
総
額
見
込

み
は
、来
年
度
予
定
し
て
い

る
公
募
等
設
置
指
針
策
定
支

援
業
務
の
中
で
改
め
て
算
定

し
、公
募
条
件
を
整
理
し
た

上
で
、令
和
9
年
度
を
目
途

に
示
す
予
定
。事
業
者
撤
退

時
の
費
用
に
つ
い
て
も
、今

後
必
要
な
費
用
水
準
を
整
理

し
て
い
く
。

❷
現
在
の
働
き
方
改
革
は
、単

な
る
労
務
管
理
な
の
か
、教

育
の
質
を
高
め
る「
再
設

計
」な
の
か
。人
的
配
置
や

外
部
人
材
は
単
年
度
配
置

で
は
な
く
、将
来
の
基
金
減

少
局
面
に
お
い
て
も
持
続

可
能
か
。

答
働
き
方
改
革
は
労
務
管
理

で
は
な
く
、本
来
の
職
務
で

あ
る「
子
ど
も
と
関
わ
り
合

う
」時
間
を
有
効
に
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
に
効
果
的
な
質

の
高
い
教
育
を
行
う
も
の
で

あ
る
。加
配
や
支
援
員
な
ど

は
単
年
度
配
置
で
は
あ
る
が
、

組
織
と
し
て
課
題
に
取
り
組

む「
チ
ー
ム
学
校
」の
不
可
欠

な
構
成
員
と
位
置
づ
け
て
お

り
、市
町
の
財
政
力
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
今
後
も
持

続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
国
・
県

に
働
き
か
け
て
い
く
。

▲市広報7月号より抜粋

栗東市議会
YouTube

特
　
集

定
例
会

委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

代
表
質
問

個
人
質
問
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問
　

市
民
の「
地
域
の
た
め
に
関
わ
り
た

い
」と
い
う
思
い
と
、協
働
事
業
や
市
民

活
動
に
つ
な
が
る
仕
組
み
が
十
分
と
は
言
え
な

い
。市
民
が
気
軽
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、仲

間
や
市
職
員
と
出
会
え
る「
協
働
の
入
口
」を
設

け
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

気
軽
に
つ
な
が
り
合
え
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

問
　

助
成
事
業
採
択
後
の
団
体
へ
の
伴
走

体
制
を
具
体
化
し
、実
務
負
担
を
軽
減
す

る
支
援
を
発
展
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

助
成
団
体
の
活
動
の
幅
が
広
が
る
こ

と
は
大
切
で
あ
り
、支
援
方
策
を
検
討
す

る
。問

　
団
体
か
ら
は
、担
当
が
変
わ
る
た
び
関

係
性
や
経
緯
の
共
有
が
難
し
い
と
の
声

が
あ
る
。専
門
的
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　

全
て
の
職
員
が
協
働
を
意
識
し
て
業

務
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、職
員

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。配
置
に
つ
い
て
は
、市

民
や
団
体
の
ニ
ー
ズ
を
見
な
が
ら
研
究
・
検
討

す
る
。

問
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

の
移
転
に
伴
い
、一
部
の
市
民
活
動
の
継

続
が
難
し
く
な
る
と
の
声

が
あ
る
。活
動
継
続
に
向

け
た
支
援
策
は
。

答
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
負
担
が
可

能
な
限
り
軽
減
さ
れ
る
よ

う
、「
ひ
だ
ま
り
の
家
」の

活
用
に
つ
い
て
社
会
福
祉

協
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

問
　

金
勝
の
山
の
4
施
設
を
老
朽
化
と
修

繕
・
維
持
費
用
負
担
、利
用
率
の
低
下
な

ど
を
理
由
に
廃
止
、指
定
管
理
、民
間
へ
の
無
償

譲
渡
な
ど
対
応
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。調
査
結

果
で
も
存
続
の
声
が
あ
る
中
、こ
の
政
策
判
断

に
至
っ
た
経
過
と
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

答
　

令
和
4
年
か
ら
令
和
6
年
に
か
け
て

実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
元
の

関
係
者
、民
間
事
業
者
へ
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
の
結
果
を
議
会
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、

庁
内
に
て
比
較
検
討
し
、栗
東
市
金
勝
山
周
辺

施
設
の
あ
り
方
検
討
報
告
書
に
ま
と
め
意
思
決

定
を
諮
り
改
め
て
議
会
に
説
明
し
た
。

問
　
こ
の
道
の
駅
は
、信
楽
や
大
津
方
面
か

ら
の
山
岳
観
光
の
結
節
点
で
も
あ
り
、ハ

イ
カ
ー
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
も
多
い
。ま
た
、山
林

事
故
等
に
対
す
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

持
っ
て
い
る
。最
悪
、民
間
譲
渡
が
叶
わ
な
か
っ

た
場
合
、こ
の
施
設
は
廃
止
、解
体
さ
れ
る
予
定

だ
が
他
に
選
択
肢
は
な
い
の
か
。

答
　

廃
止
一
択
で
は
な
い
が
、公
金
を
投
入

し
て
い
る
が
赤
字
な
の
も
事
実
で
あ
る
。

山
の
施
設
全
体
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
あ
る
の

で
民
間
活
力
に
よ
っ
て
活
性
化
で
き
な
い
か
第

二
期
栗
東
市
観
光
振
興
戦
略
に
位
置
付
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。ま
ず
は
調
査
を
し
た
上
で
、今

後
、道
の
駅
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

問
　
小
中
学
校
に
お
け
る
減
塩
・
減
糖
の
食

育
は
、将
来
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
低
減
、健
康
寿
命
の
延
伸
や
医
療
費
抑
制

に
つ
な
が
る
重
要
な
投
資
で
あ
る
と
考
え
る
。

ど
の
程
度
体
系
的
に
指
導
し
て
い
る
か
。

答

小
学
高
学

年
で
は
、保
健

体
育
科
の
授
業
に
お

い
て
適
切
な
塩
分
摂

取
と
病
気
を
防
ぐ
習

慣
や
抵
抗
力
、内
臓

の
働
き
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、中
学
校
で
は
、家
庭
科
、保
健
体
育
科

の
授
業
に
お
い
て
、塩
分
摂
取
と
食
事
の
質
や

量
、生
活
習
慣
病
と
の
関
係
を
学
ぶ
。給
食
時
の

放
送
で
全
校
に
周
知
し
た
り
、食
育
だ
よ
り
で

家
庭
内
で
の
減
塩
や
糖
分
抑
制
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

問
　
『
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
』と
い

う
条
件
を
撤
廃
し
、世
帯
の
課
税
状
況
に

関
わ
ら
ず
、『
償
還
払
い
』と『
受
領
委
任
払
い
』

の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
制
度
と
し
、一
時

的
で
あ
っ
て
も
市
民
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
で

き
る
制
度
と
す
べ
き
と
考
え
る
。市
の
見
解
は
。

答
　

居
宅
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
へ
の
周

知
を
行
い
、来
年
度
早
期
の
導
入
を
目
指

す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付

問
　
申
請
か
ら
承
認
、給
付
ま
で
に
数
か
月

を
要
し
て
い
る
。そ
の
原
因
は
。

答
　

新
規
利
用
で
県
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
申
請
か
ら
決
定
に
3
〜
4
か
月

必
要
で
、近
隣
市
町
と
も
足
並
み
を
揃
え
る
な

ど
に
も
配
慮
し
市
民
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

市民の思いを“行動”につなぐ仕組みづくりを

金勝の山の施設をどうする? 市民の財産と未来を考える

小中学校における減塩・減糖の食育

谷口 律香 議員

田村 隆光 議員

塩見 隆 議員

2月27日の小学校給食

献立内容
ごはん・牛乳・さといものたれがらめ

なめたけ和え・親子どんぶりの具

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.5.11111



問
　
「
道
の
駅
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う
」は
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
あ
り
地
元
特

産
の
販
売
や
観
光
案
内
機
能
と
し
て
の
施
設
で

あ
る
。観
光
振
興
戦
略
で
は
金
勝
山
周
辺
を「
交

流
・
憩
い
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
点
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ
る

が
、戦
略
上
の
拠
点
機
能
廃
止
に
つ
い
て
の
考

え
を
問
う
。

答
　

第
二
期
栗
東
市
観
光
振
興
戦
略
の
重

点
戦
略
に
掲
げ
る
、観
光
資
源
の
利
活
用

と
整
合
し
、栗
東
市
全
体
の
観
光
戦
略
に
沿
う

も
の
で
あ
る
。

問
　

公
的
機
能
を
廃
止
す
る
に
至
っ
た
根

拠
と
今
後
の
対
応
方
針
を
問
う
。

答
　

第
二
期
栗
東
市
観
光
振
興
戦
略
に
よ

り
観
光
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、更
な
る

山
の
施
設
を
活
性
化
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、公

的
機
能
を
廃
止
し
、民
間
参
入
の
方
向
性
を
判

断
し
た
。

民
間
参
入
は
、3
月
〜
4
月
に
か
け
て
提
案
を

受
け
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
。意
向
表

明
は
7
月
中
に
公
募
予
定
。現
状
市
の
支
出
に

よ
っ
て
施
設
を
支
え
て
い
る
。公
の
機
能
を
担

保
し
、民
間
活
力
を
活
用
し
、活
性
化
で
き
る
よ

う
、情
報
収
集
を
進
め
る
。

意
　
指
定
管
理
料
の
投
入
は
、単
な
る
採
算

性
の
問
題
で
は
な
く
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
意
義
が
あ
る
。

金勝山周辺施設の今後のあり方
三木 敏嗣 議員

▲道の駅こんぜの里りっとう

問
　

ど
の
よ
う
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
募
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
者
が
市
を
企
業
に
紹
介
す
る
方
法
。

問
　
寄
付
企
業
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
共

創
の
場
を
設
け
て
い
る
の
か
。

答
　

寄
贈
式
や
市
長
と
寄
附
企
業
と
の
懇

談
の
機
会
を
設
け
、本
市
の
現
状
や
課
題

を
伝
え
、企
業
側
か
ら
寄
附
や
本
市
に
対
す
る

思
い
を
伺
う
。

問
　
こ
れ
ま
で
に
企
業
か
ら
栗
東
市
に
対
す
る

思
い
を
聞
き
市
の
施
策
に
活
か
さ
れ
た
例
は
。

答
　

保
育
所
等
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
や
教
育

備
品（
ボ
ッ
チ
ャ
）の
購
入
、

西
図
書
館
内
に
学
習
コ
ー

ナ
ー「
学
B
A
S
E（
ま
な

ベ
ー
ス
）」の
設
置
。

選
挙
投
票
率
を
向
上
さ
せ
よ
う

問
　
先
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、投
票
率

向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
た
の
か
。

答
　

全
世
帯
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
り
、

選
挙
期
日
の
周
知
を
行
っ
た
。

問
　
今
後
の
選
挙
に
お
い
て
、投
票
率
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答
　

主
権
者
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

各
選
挙
に
お
け
る
投
票
傾
向
の
分
析
を

行
い
、投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　

全
国
の
自
治
体
で
投
票
済
証
の
活
用

が
増
え
て
い
る
。栗
東
市
で
も
投
票
済
証

の
活
用
を
検
討
す
る
の
か
。

答
　

新
た
な
投
票
済
証
の
導
入
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

問
　

経
堂
ケ
池
の
予
算
を
増
額
し
て
ま
で

取
得
す
る
根
拠
は
。

答
　

農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
見
込
み
が

無
く
な
っ
た
と
の
地
元
自
治
会
か
ら
の

申
し
出
も
あ
り
、広
場
機
能
の
拡
充
を
求
め
る

栗
東
健
康
運
動
公
園
整
備
懇
談
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
用
地
の
公
有
化
を
図
っ
た
う
え
で
一
部

を
埋
め
立
て
、広
場
を
拡
充
す
る
整
備
計
画
に

変
更
し
た
も
の
。

問
　
市
広
報
で
は
市
民
の
方
か
ら「
乗
馬
ク

ラ
ブ
が
で
き
る
の
?
」と
い
う
問
い
に

「
馬
を
飼
育
す
る
の
に
は
お
金
が
か
か
る
の
で
、

乗
馬
ク
ラ
ブ
も
可
能
性
の
一
つ
」と
答
え
て
い

る
が
、市
は
お
金
が
か
か
る
事
業
を
乗
馬
ク
ラ

ブ
以
外
で
も
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

こ
れ
ま
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
で
事
業
者
か
ら
乗
馬
ク

ラ
ブ
に
限
ら
ず
、様
々
な
事
業
の
提
案
を
受
け

て
い
る
。事
業
者
の
収
益
事
業
が
乗
馬
ク
ラ
ブ

で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
よ
り
も
、ふ
れ
あ
い

事
業
を
始
め
と
す
る
公
益
的
な
事
業
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
、ど
の
程
度
貢
献
い
た
だ
け
る
の

か
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
広
報
で
は
市
民
の
方
か
ら「
お
馬
さ

ん
は
臭
く
な
い
の
?
」と
の
質
問
に
つ
い

て
は
、「
お
世
話
す
る
人
が
洗
っ
て
あ
げ
る
か
ら

臭
く
な
い
」と
答
え
て
い
ま
す
が
、糞
尿
の
匂
い

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
　

今
後
参
入
さ

れ
る
事
業
者
と

協
議
・
調
整
を
行
い
糞

尿
の
処
理
や
衛
生
管
理

な
ど
の
徹
底
を
求
め
環

境
の
確
保
に
努
め
る
。

企業版ふるさと納税

栗東健康運動公園の進捗

寺田 靖広 議員

櫻井 浩司 議員

▲学BASE

▲栗東健康運動公園　平面図

特
　
集

定
例
会

委
員
会

代
表
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

個
人
質
問

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.5.1 1212



問
　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
開
始
を
契

機
に
情
報
を
継
続
的
に
届
け
る
仕
組
み

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
会
議

に
て
具
体
的
な
施
策
設
計
の
検
討
を
部

局
横
断
的
組
織
と
し
て
進
め
た
い
。

問
　

若
者
政
策
は
ま
ち
の
将
来
を
左
右
す

る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
る
。市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

関
係
人
口
創
出
の
制
度
設
計
に
着
手

し
若
者
定
着
策
を
検
討
す
る
。

意
　
市
民
・
行
政
・
議
会
が
と
も
に
考
え
、取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

若者が戻る理由、栗東にありますか
島田 利恵 議員

▲3月定例会の個人質問と答弁を、市民の皆様にわかりやすく整理したグラフィックです。（自作）

問
　
自
治
会
は
、防
災
・
環
境
美
化
・
地
域
福

祉
等
に
お
い
て
行
政
を
補
完
す
る
重
要

主
体
で
あ
り
、そ
の
活
動
拠
点
で
あ
る
自
治
会

館
は
公
共
的
役
割
を
担
う
施
設
で
も
あ
る
。こ

う
し
た
公
益
性
を
有
す
る
施
設
用
地
に
対
し
、

市
場
価
格
を
基
準
と
す
る
算
定
方
式
を
適
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、公
益
性
と
の
均
衡
を
ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の
か
。

答
　

普
通
財
産
貸
付
料
算
定
に
か
か
る
取

扱
要
綱
に
基
づ
き
算
出
し
て
お
り
、公
共

性
と
の
均
衡
は
取
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

地
域
自
治
の
持
続
性
と
い
う
観
点
か

ら
、算
定
基
準
の
見
直
し
や
減
免
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
は
あ
る
の
か
。

答
　

加
入
率
の
低
下
な
ど
自
治
会
運
営
が

厳
し
く
な
る
中
で
、減
免
制
度
に
限
ら
ず
、

様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

他
の
要
望
等
と
同
様
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問
　
市
は
、異
な
る
条
件
下
に
あ
る

126
自
治

会
の
土
地
所
有
形
態
や
建
物
名
義
、借
地

の
有
無
な
ど
の
実
態
を
、体
系
的
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答
　

土
地
建
物
の
所
有
状
況
の
詳
細
や
借

地
借
家
の
負
担
状
況
ま
で
は
把
握
し
て

い
な
い
。

問
　
条
例
4
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
、自
治
会

館
の
み
な
ら
ず
、ゴ
ミ
集
積
場
や
防
災
倉

庫
等
の
用
地
確
保
に
対
し
、制
度
的
支
援
を
検

討
す
る
考
え
を
問
う
。

答
　

自
治
会
館
等
の
施
設
維
持
は
自
治
会

活
動
を
継
続
す
る
上
で

必
要
で
あ
り
、庁
内
で
設
置
し

て
い
る
検
討
会
議
に
て
協
議
し

て
い
く
。

自治会館用地の貸付料算定の考え方
上石田 昌子 議員

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
世
帯
は

令
和
6
年
12
月
2
日（
マ
イ
ナ
保
険
証
に
移
行
）

以
降
、受
診
時
に
一
旦
、医
療
費
を
10
割
分
支
払

い
そ
の
後
、市
か
ら
保
険
給
付
分
の
特
別
療
養

費
の
支
払
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、困
窮
世
帯
に
と
っ
て
医
療
機
関
で
の

窓
口
で
の
10
割
負
担
は
過
酷
で
、受
診
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。日
本
共
産

党
の
国
会
議
員
が
国
会
で「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
必
要
な
医
療
の
確
保
」に
つ
い
て
国

会
で
質
問
し
た
。国
は「
滞
納
世
帯
が
受
診
の
必

要
が
あ
り
、か
つ
一
時
払
い
が
困
難
」と
申
し
入

れ
た
場
合
は
、「
特
別
な
事
情
に
準
ず
る
状
況
」

で
あ
る
と
し
、緊
急
な
対
応
と
し
て
療
養
の
給

付
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

問
　

こ
の
件
に
つ
い
て
現
在
の
市
の
対
応

は
。

答
　

医
療
費
の
一
時
払
い
が
困
難
な
旨
の

申
し
出
が
あ
っ
た
時
、特
別
の
事
情
に
該

当
す
る
場
合
は「
特
別
な
事
情
に
関
す
る
届
」を

提
出
す
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。

問
　

医
療
費
の
一
時
払
い
が
困
難
と
の
申

し
出
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

答
　

申
し
出
を
受
け
付
け
た
こ
と
は
な
い
。

問
　
「
特
別
の
事
情
に
関
す
る
届
」が
提
出

さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　

病
気
や
災
害
な
ど「
特
別
の
事
情
」に

該
当
す
る
か
聞
き

取
り
、必
要
に
応
じ
て
負

担
割
合
10
割
の「
資
格
確

認
書
」か
ら
3
割
の「
資

格
確
認
書
」へ
戻
す
取
り

扱
い
と
し
て
い
る
。

誰もが安心して医療機関に受診、治療ができるように
青木 千尋 議員

▲資格確認書（見本）
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正副議長の

議長・副議長の
投稿コーナーを設置

つぶやき
さらに少しでも開かれ

た、身近な議会になりま
すように、日ごろの出
来事や、思いをつぶや
いてみました。

問
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か

ら
、本
市
の
記
述
式
問
題
や
活
用
力
の
課

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
基
盤
と

な
る
読
解
力
を
養
う
た
め
、学
校
図
書
館
の
活

性
化
が
不
可
欠
で
す
。現
在
の
司
書
1
人
が
4

校
を
掛
け
持
つ
巡
回
方
式
で
は
機
能
不
全
に

陥
っ
て
い
る
。民
間
委
託
の
活
用
に
よ
る
全
校

常
駐
化
や
、保
護
者
へ
の「
親
子
貸
出
」と
い
っ

た
地
域
開
放
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

学
校
司
書
の
配
置
充
実
や
常
駐
化
は

財
源
に
障
壁
が
あ
る
が
、不
登
校
支
援
等

の
観
点
か
ら
福
祉
等
と
の
連
携
に
よ
る
予
算
確

保
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。民
間

委
託
は
質
の
担
保
に
課
題
も
あ
る
が
、他
市
の

事
例
を
参
考
に
今
後
検
討
す
る
。地
域
開
放
に

つ
い
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
連
携

し
、地
域
住
民
が
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

関
わ
る
形
で
の
開
放
を
栗
東
中
学
校
に
提
案
す

る
。親
子
貸
出
は
、安
全
面
に
配
慮
し「
ス
ポ
ッ

ト
実
施
」も
各
校
に
提
案
を
促
し
て
い
く
。

意
　

義
務
教
育
は
自
治
体
の
責
任
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の「
学
ぶ
力
の
向
上
」に
向

け
、読
書
環
境
の
整
備
は
最
重
要
の
教
育
投
資

で
あ
る
。令
和
8
年
度
か
ら
の
早
期
実
施
と
抜

本
的
な
体
制
見
直
し
を
強
く
求
め
る
。

問
　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
正
式
な
教
科
書

化
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
　

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
た

国
の
制
度
化
の
動
向
を
注
視
し
環
境
整

備
に
努
め
て
い
く
。

問
　

2
0
3
0
年
度
の
正
式
な
教
科
書
化

で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
無
償
配
布
と
な

る
の
か
。

答
　

現
時
点
で
は
無
償
化
の
方
向
性
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

問
　

小
中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
授

業
で
の
活
用
度
合
い
は
。

答
　

学
校
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

平
均
で
、小
学
校
の
外
国
語
科
で
は
78
％

程
度
、算
数
科
で
は
75
％
程
度
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、中
学
校
の
英
語
科
で
は
、58
％
程
度
、数

学
科
で
は
25
％
程
度
活
用
し
て
い
る
。

問
　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

視
覚
的
な
理
解
の
促
進
、習
熟
度
に
応

じ
た
最
適
な
学
習
支
援
の
実
現
、合
理
的

配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
細
や
か
な
対
応

が
で
き
る
。し
か
し
、長
時
間
使
用
に
伴
う
視
力

低
下
な
ど
の
健
康
面
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

意
　

一
覧
性
や
思
考
の
深
化
に
優
れ
た
紙

と
、音
声
や
動
画
、合
理
的
配
慮
に
長
け

た
デ
ジ
タ
ル
の
特
徴
を
、学
習
場
面
に
応
じ
て

使
い
分
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
　

新
幹
線
新
駅
中
止
が
財
政
に
与
え
た

影
響
を
ど
う
総
括
し
、財
政
運
営
を
ど
う

見
直
し
た
の
か
。

答
　

基
金
減
少
や
土
地
開
発
公
社
の
資
金

シ
ョ
ー
ト
な
ど
の
財
政
リ
ス
ク
が
生
じ

た
た
め
、三
度
の
財
政
改
革
を
実
施
し
、基
金
残

高
の
回
復
や
第
三
セ
ク
タ
ー
改
革
推
進
債
の
発

行
な
ど
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問
　

現
在
の
財
政
状
況
で
歳
入
の
伸
び
が

歳
出
増
に
追
い
つ
か
な
い
構
造
的
収
支

不
均
衡
へ
の
認
識
と
財
政
力
の
見
解
は
。

答
　

人
件
費
・
扶
助
費
・
物
価
高
騰
な
ど
歳

出
増
が
続
き
、税
収
の
伸
び
が
追
い
つ
か

な
い
状
況
が
今
後
も
続
く
見
込
み
で
あ
る
。普

通
交
付
税
措
置
の
継
続
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
第
九
次
行
政
改
革
大
綱
の「
ス
ク
ラ
ッ

プ
&
ビ
ル
ド
」の
財
政
力
強
化
、負
担
軽

減
の
見
通
し
、財
政
効
果
の
数
値
設
定
は
。

答
　

事
務
事
業
の
見
直
し
や
自
主
財
源
確

保
に
取
り
組
む
が
、財
政
効
果
の
数
値
目

標
は
設
定
し
て
い
な
い
。

問
　
令
和
8
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
財
政

調
整
基
金
・
減
債
基
金
の
繰
入
額
の
妥
当

性
と
基
金
の
適
正
規
模
、今
後
の
積
立
見
込
み
は
。

答
　

中
長
期
財
政
見
通
し
の
財
源
不
足
額

と
近
似
し
て
お
り
妥
当
と
判
断
。標
準
財

政
規
模
比
12
・
74
％
以
上
を
短
期
目
標
と
し
、年

度
末
の
実
質
収
支
を
踏
ま
え
積
立
を
行
う
。

問
　
将
来
、減
債
基
金
が
0
と
な
る
見
通
し

へ
の
対
応
は
。

答
　

ま
ず
は
財
政
運
営
基
本
方
針
で
掲
げ

る
基
金
比
率
の
維
持
を

優
先
し
、安
定
的
な
財
政
運
営

を
図
る
。

国家百年の計「栗東の学校で学んでよかった!」と
言ってほしい

デジタル教科書は主役になるか

財政力と基金のあり方

中野 光一 議員

西田 聡 議員

上田 忠博 議員

▲小学校　図書室

▲デジタル教科書を映し出す電子黒板
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正副議長の

議長・副議長の
投稿コーナーを設置

つぶやき
　さらに少しでも開かれ
た、身近な議会になりま
すように、日ごろの出
来事や、思いをつぶや
いてみました。

議会だよりに関していただいた主なご意見

アンケートにご協力ありがとうございました。アンケートにご協力ありがとうございました。

栗東市防災総合訓練に参加しました
　2月1日に実施された栗東市防災総合訓練を「栗東市議会災害対応とBCP」に基づ
く議会の防災訓練の一環として議員も参加しました。
　本訓練は南海トラフ巨大地震を想定し、「自助・共助・公助」をテーマに防災体制の強
化を目指した訓練です。具体的な訓練内容として、避難所運営の模擬訓練（共助）、災
害対策本部運営訓練（公助）、救命訓練（共助）が行われました。また、地震時の安全確
保行動（姿勢を低く保つ、頭を守る、動かない）や避難経路確認、マイ・タイムラインの
作成などを通じて、各家庭で防災を考える機会（自助）となりました。

　幼保卒園、小中卒業式の季節。それぞれ
が旅立ちの季節。
　最近涙腺が緩くなったせいか、気が付くと
涙が出てきます。
　晴れやかな姿に、「未来の子どもたちのた
めに」と、使命感を改
めて感じた時間でし
た。（里内議長）

　三月は卒業の季節。こども園や小中学校
の卒業式に毎年参列しています。未来へ歩
み出す子どもたちの姿に触れるたび、次の
世代の未来を守る責任が私たち大人にある
ことを改めて感じます。社会情勢が不安定
な今だからこそ、こ
の子どもたちの未来
が平和で幸せである
社会であり続けるよ
う、その思いを胸に
参列しています。

（川嶋副議長）

議会トピックス

▲市消防団との救命訓練の様子

3月18日　治田幼稚園にて▶︎ 3月19日　葉山小学校にて▶︎

　2月に実施しました議会だよりアンケートに350件の回答をいただきました。
　アンケートを受けて議会広報編集特別委員会で話し合いを重ね、議会と市民をつなぐ
広報紙としてより多くの方々に親しんでいただけるよう、今後も取り組みを進めていきます。

◦各議員の人柄や日頃の活動、議員になったきっかけについて知りたい
◦住んでいる地域の取り組みについて知りたい
◦議員一人一人の「目指すべき栗東市」について具体的に聞きたい
◦各議員がどのような理由で議決の賛否したか知りたい
◦写真も多く、カラーでわかりやすい

詳細な
アンケート結果は

こちら
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国指定重要文化財、金勝山、旧東海道・旧中
山道、そして“馬のまち”。
でも、なぜ広がらない?なぜ伝わらない?
7グループに分かれ、本音で語りました。

魅力を活かしきるために、解決すべき課題も浮き彫りになりました。

移 動 の 壁：「駅に着いた後の交通手段がない」 

インフラの壁：「散策路にトイレや駐車場が足りない」 

認 知 の 壁：「そもそも『栗
りっとう

東』が読めない」 「市民も歴史を知らない」 

消 費 の 壁：「せっかく来てもらっても、お金を落とす場所（飲食・土産）がない」

― 市民と議会が語った“観光資源を活かしたまちづくり”― 
　令和8年1月23日、栗東市立自然体験学習センター「森の未来館」において市内で活動するボランティア
団体の皆さまを対象に広聴会を開催しました。
　今回は、市内で観光や自然・学習活動を支えるボランティア団
体の皆さまと意見交換を行いました。

◦栗東市ボランティア観光ガイド協会
◦栗東市国際交流協会
◦自然観察の森ボランティアNVR友の会
◦やまのこサポーター

　広聴会では、「知られていない」「つながっていな
い」など、さまざまな率直な声が寄せられました。これ
らのご意見を大切に受け止め、議会として今後の議論
につなげてまいります。栗東の宝物をどう活かしてい
くのか――引き続き丁寧に考えてまいります。ご参加
いただいたみなさん、ありがとうございました。

特集担当　塩見・谷口

旧和中散本舗▶︎

当日の詳細はこちらでご確認いただけます。

▲栗東かわら版（5:40）▲HP報告書

見えてきた
「4つの壁」

カテゴリ

「馬」のまち

体験・癒やし

情 報 発 信

暮らし×観光

具体的な提案内容

蹄鉄のお守り開発 、引退馬と触れ合える場の創出 、馬フンを肥料にする循環型農業。

森遊館の入浴施設を核としたリフレッシュ空間 、空き家を活用した古民家カフェ・休憩所。

若年層に響くTikTok・SNSの戦略的活用 、難読地名を逆手に取った「ひらがな・アルファ
ベット」作戦。

観光をきっかけにした「定住」への導線づくり 、図書館での飲食サービス導入。

▲大宝神社 ▲栗東自然観察の森

参
加
団
体

栗東栗東って、って、
こんなに宝物あったんや。こんなに宝物あったんや。
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●表紙写真　市民の声をまちづくりへ

　議会だよりの編集に携わり1年が過ぎました。先般実施した市民
アンケートで寄せられた貴重なご意見を参考にしながら、市民皆さん
に“もっと身近で開かれた議会”をめざします。今後も、ホットでタイム
リーな「議会の今」をお伝えしていきます。（西田）

ホームページで全ページがフルカラーの議会
だより（PDF版）をお楽しみいただけます。

議会改革特別委員会　　議会改革推進部会

議会改革特別委員会　　DX推進部会

議員間討議について研修を実施しました。
　1月27日大津市議会局の職員を講師に招き、議員間討議の導入・運営に向け、先進的に取り組まれている運用事
例を学び、当市議会における今後の議員間討議の運用を検討するうえで参考することを目的として実施しました。
　今回の研修を通じて議会主導の政策形成を進めるうえで必要な体制などの学びを得ました。特に、政策検討会議
を制度として位置づけ、会派を超えて対等に議論を行う仕組みや、条例制定を原則として同会議で行う明確なルー
ルは、議会の主体性を高めるうえで大きな意義を持つと感じました。
また、専門性を備えた事務局体制の整備や、議論の成果を市民へ積
極的に発信する姿勢は、議会への信頼向上にも繋がっていると感じ
られました。栗東市議会においても、今回得られた知見を参考に、議
員間討議の運用の具体化に向けた検討を進め、より開かれた政策形
成の構築を目指していければと考えています。

議会DXについて研修を実施しました。
　2月13日に議会DX推進の核となる部会員対象として、「議会DX〜先進市の議会（議
員）活動から学ぶ〜」と題して講話をいただきました。ICT機器を効果的に活用し、日々の
議会（議員）活動の効率化を図っておられる実状を聞かせていただき、大変有意義な時間
となりました。

議会トピックス

発行/栗東市議会　　編集/議会広報編集特別委員会　　〒520-3088　　滋賀県栗東市安養寺一丁目13番33号
TEL/077-551-0137　FAX/077-551-0146　メールアドレス/gikai@city.ritto.lg.jp

議会広報編集特別委員会
（委員長）寺田　靖広　（副委員長）奥村　明
（委員）田村　隆光 / 西田　聡 / 塩見　隆 / 谷口　律香

編 集 後 記

栗東市議会ホームページ▲

栗東市議会ホームページ▲

PC（タブレット端末）で
業務効率化‼

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
・日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合がありますのでご了承ください。
・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
TEL:551-0137　FAX:551-0146  :gikai@city.ritto.lg.jp

議会の様子は、開催後
速やかにYouTubeに
アップしており、動画でも
ご覧いただけます。▶︎

5月29日 本会議（議長選挙等）

6月11日 本会議（議案上程等）
6月22日〜24日 本会議（個人質問）
　25日・29日 各常任委員会

7月  2日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）5月臨時会の予定

（土・日・祝は除く）6月定例会の予定

にお越しください傍聴
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